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聞き取り調査からみた日本語を母語とする

　　韓国語学習者の韓国語音声の問題点

延鎮淑・崔昇浩

1。はじめに

　日本語母語話者にとって韓国語は他の外国語と比べて習いやすいとよく言われている。確

かに，日本語と韓国語は文法構造の面では類似点が多いので，習いやすいと言える。しかし，

韓国語は音韻体系及び音声的特徴が日本語のそれと異なる部分が多く，発音が難かしいとの

学習者の声をよく耳にする。

　我々は，日本語を母語とする韓国語学習者を対象に調査を行い，その資料をもとに日本語

母語話者の韓国語音声聞き取りの特徴を母語である日本語の音韻，音声的特徴と比較しつつ

分析し，日本語母語話者の韓国語発音の問題点と対策を考える。この研究は，今まで殆ど行

われていない研究であり，日本語母語話者の韓国語音声教育に資することを目的とする。

2。調査の概要

　1）調査の内容と方法：（1）聞き取り調査（調査Aとする）：53の単語を示し，一つの

単語に対してそれぞれ四つの選択肢を録音テープで聞かせ，その中から正しいものを選んで

もらった。例）♀♀（牛乳）①［lju］②［uu］③［u旗］④薮ii］（1は正答）（2）発

音調査（調査Bとする）：聞き取り調査と同じ単語を発音してもらい，カセットテープに吹

き込んでもらった。

　2）調査の対象：信州大学で第二外国語として韓国語を受講していた学生。聞き取り調

査に46名，発音調査に29名が参加した。対象となった学生は韓国語を平成8年度4月目ら習

いはじめ，調査Aと調査Bが行われた平成8年度12月まで授業期間だけでおよそ6ヶ月間学

習をした。授業には文法，講読，会話の三つのコース1があり，対象となった学生の中には

二つ以上のコースを履修した学生が多数含まれている。本稿では，聞き取り調査の結果のみ

取り上げて述べる。

3。調査の結果

　　3．1　母音の混同

　韓国語の母音は，日本語の母音より数が多い。単母音として　ト［al，　1［っ〕，エ［o馨，

「一 mu〕，一困，　1［i］，　刊［ε］，　11［e］の8種がある。このうち“と11は若年層ではそ

の音韻的対立を失い，ともに［e］で発音される。二重母音には｝［ja］，『［jっ〕，ユ［jo］，

一r［jU］，日［jε］，罰［je］，井［wa］，』［we］，珊［Wε］，網［Wっ］，ヨ［wi］州i

［we］，」［li｝の13種がある。このうち音韻的対立を失い，肩と獅ま［je｝に，』，斗，州

はともに［we］に発音される。このように母音の数が多いため日本語母語学習者にとって
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韓国語の発音はもちろん聞き取りが難しくなる「のである。この母音の中で最も聞き取りにく

い母音と言えば，1，丁，＿，1などを挙げられる。何故問題になるのかを調査の結果を取

り上げて説明する。

　　1）　一［正］とT［u］の混同

　く表1＞は，調査の中で「一」とrT・」の混同がみられた項目の一部である。

　　〈表1＞

　A－20暑早（勉強）　　A－39早司（根）　　　A－46望看（顔）

kOrnbu　　　　一 0 phuri　一 0 olgur　　一 4．3

khoゆu　　　　『 17．4
　．．　　　　，

o1「1　一 34．8
gl即ま　　一

30．4

・晦導b紅　　　　』

32．6
量か麟　一

45．7 olgul　　一 28．3

konb1 50．0 　　　幽
垂普u1一 19．6

っlg正1　　一

37．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iコ正答）

　梅田（1994）2によると，韓国語のrT」［u］は後黙認唇狭母音，「一」［i］は張唇中舌狭

母音とされている。A－20の場合，正しい発音は「で」［u］であるが「一」［1］を選択した

学生が半数を占めている。A－39では34．8％，　A－46では37％の学生が混同して［i］を選択

している。これは母語の音韻的特徴が関与している。現代日本語のウ［UI］は，韓国語の

「丁」［U］のように唇を丸めない。また「一」国のような張忙中舌狭母音でもない平々母

音である。つまり，日本語のウが韓国語のrT」［u］と「一」団の言わば中字音であるた

め混同が起きるのである。

　　2）①3［っ］と↓［o］の混同

　韓国語の「→」は，梅田（1994）によると後舌円丁半広母音［っ］であり，「↓」は後魚影

汗雫狭母音とされている。「ヨ」は日本語に存在しないため特に日本語母語学習者にとって

は発音が困難である。発音の仕方として学習者に下の顎を引き，アを発音するときと同じ口

の形をしてオを発声するようにと説明している。しかし，たいていの学習者は理論がわかっ

ていて単独の場合はよく発音が出来るが，単語の中では，「↓」に近い発音になってしまう。

この現象は聞き取りの場合でも同じであり，実際，調査で〈表2＞のとおりA－37では13％，

A－22では11，1％の学習者が臼」を「↓」に混同した。韓国語の母音の中でも，この「→」

が日本語母語学習者にとって，発音の面でも聞き取りの面でも大変難しいと言える。そこで，

聞き取りや発音の練習に最も力を入れる部分でもある。一方，「⊥」は日本語のオに比べて，

狭い母音である。厳密に言えば，日本語のオとは異なるが，初級の学習者には同じ発音と考

えてよいと説明してよいと思われる。従って，「⊥」の識別に大きな問題はない。

　　〈表2＞

　A－37音。ト刈（移って）A－2291。『且（読みます）

olrnasO　　　　　一 13．0
ilgolo　　一

11．1

Onユrnasつ　　　　　　一 6．5
●　　　　　　　　●

撃№njo　一 0

6ま溶血b　　　　　一

76．1
i19ひld　　｝

86．7

OI皿asつ　　　　　 4．3
ilgfっlo　　　｝

2．2

c　：正答）
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　この他に半母音［j〕が加わった二重母音の「1」と「よ」に半母音［1］が加わった

ヂ乱」の混同もみられた。「1」もやはり臼」のように日本語に無い母音である。〈表

3＞をみると，全般的に単母音の「1」と「⊥」の場合より混同の割合が高い。「ユ」を

「1」に混同することは少なく，「『」を「山」に混同する場合が多い。これは日本語の中

に「ユ」に対応できるヨがあるからであろう。＜表3＞のA－19の場合，選択肢の3番目と

4番目を合わせると，56．5％の学習者が「1」と「乱」を混同したことになる。

　　〈表3＞

　A－19壱芒（結婚）　　A－44誹望（ラーメン）A－48帽薯音（冬を）

kj3fbh一
41．3 falnjou 2．2

kjOur￥rTI一

4．3

kjっlhon一

2．2
famjつη　　　一

13．0
k蜘r奮1一

71．7

kjofou｝
34．8 famlO11　　　一

30．4 kjourll 21．7

klofo11一

21．7 fぬ蜘 54．3
kっur刊　一

2．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　正答）

　結果をまとめると次のようなことが言える。まず，＜表4＞をみよう。これは韓国語の単

母音と日本語の5母音を発音上最も近いと思われるもの同士に対応させたものである。

　　＜表4＞

1 I
I

IH N V

日　本　語 ア イ ウ 工 オ

韓　国　語 干 1 T／＿ η／碗 1／↓

　1とIIでは混同が起きる確率が非常に低い。しかし，　IIIとVでは今まで述べてきたように

混同率が高い。IIIでは，母語の干渉で「ア」も「一」も日本語のウと同じだと誤認してとら

えてしまうのでrT」と「一」の混同が起き，　Vでは，日本語には韓国語のような「1」と

「↓」の音韻的対立がないため「ねと「⊥」の混同が起きるのである。Wでは，最近韓国

で発音上の区別が段々無くなっていくので問題にはならない。

　　3。2　平音・上音・三音の混同

　く表5＞は，聞き取り調査資料から平音／激音／濃音の混同がみられた項目を示したもので

ある。

　　〈表5＞

　A－8料司（座席）　　　A－6叶毛團（りす）　　A－36三〃1（うさぎ）
t
l
a
s
o
k
一

2．2

t
h
a
r
a
m
d
3
w
i
｝

19．6 6．5

t
l
h
w
a
s
つ
k
一

39．1

t
a
r
a
l
l
d
3
w
i
一

19．6 54．3

t
l
w
鋤
1
r
一

34．8
t
h
a
r
a
m
d
3
i
一

13．0 39．1

t
l
w
a
s
つ
P
一

23．9

櫨
漁
拠
d
3
w
l
一 47．8

r4togi一　　　　　　　　　　　一 0

c　正答）
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　破裂音・破擦音において，日本語と韓国語は調音方法が全く異なる。日本語は有声音／無

声音の対立であるが，韓国語は非喉頭化粧／喉頭化音の対立であり，非喉頭化音においては，

強音／忍音の対立である（梅田（1984））3。つまり，韓国語には平音　（無気音）／k，t，　p，／，

激音（無声有気音）／kh，　th，　ph，　ch／濃音（無声無気音）／～k，～t，エp，エ。／という音韻的対立が

ある。このような区別が日本語にはないため日本語母語学習者にとって，これらを聞き分け

ることは非常に難しい。〈表5＞のA－8とA－6は，平音を激音に混同した例である。A－

8の場合，正答である平音「糾」［tlwa］を激音「料」［t∫hwa］に混同した学習者は39．1％

である。平音と激音と日本語の／p，t，　k／を強弱関係で表すと平音が最も弱く，その次が日

本語の清音で，三音が最も強い。このことから日本語母語学習者は聞き取りの場合でも，発

音の場合でも平音と激音を日本語の清音の習慣で行うから混同が起きるのである。激音を平

音に混同する場合よりも平音を激音に混同する場合が多い。濃音は日本語にはない発声習慣

で語頭，語中を問わず，無気音で喉頭化音である。日本語母語学習者にとって完全な濃音の

聞き取り及び発音はかなり難しい。A－36で随感を激音と混同した学習者は39．1％を占めて

いるQ

　　3．3　終章の混同

　韓国語には終仁恩として使える子音字は27種類4あるが，終声として発音される終声音は

［P］，［t］，［k］，［m］，［11］，［0］，［1］の7種類があるQ

　1）　［P］，［t］，［k3の混同

　この7種類の糠星の中で日本語母語学習者にとって聞き取り，発音両面で難しいものは

［P］，円，［k］である。簡単に説明すると，［t］は歯茎音で日本語の〈いった〉の「っ」，

凹は軟口蓋音で日本語の〈みつか〉の「っ」，［P］は両唇音で日本語の〈ラッパ〉の「ッ」

のような発音として日本語母語学習者に理解させるという方法がわかりやすいと言える。学

習者にこのことを説明してもその違いが分からない学習者が多い。A－16の［円の場合は，

発音するとき口の形を見れば，［P］ということがすぐわかるようであるが，テープを聞かせ

た調査では，［t］，［k3とともに混同した割合が高かった。［P］，［q，［k］は音声として日本

語に存在しても，音韻としては同一音素／Q／の条件異音になるからである。

　＜表6＞

A－2　早喫　（何）　A－3昊ユ（笑って）A－16司音（捲争の）A－35　世（墜喫の）

mTO 4．3 u90 0 phiuP 4．3 11a 4．3

mu〔） 19．6 ♂kQ 43．5 piut 37．0 11ati 0

魚uゴ 56．5 f伊ko 6．5 piuk 26．1 na1く 43．5

　　　knユuつ

19．6 ukエko 50．0 鏡i至P 32．6 姐a！ 52．2

（　正答）

　〈表6＞の結果とおり，今まで述べてきた他の項目と比べると，混同率が非常に高い。終

声音のない母語を普段使っている日本語母語学習者にとって，終声の正確な発音はもちろん

聞き取りはかなり難しいという証明でもある。
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　　2）　［一m］，［一n］，［一〇］の混同

　韓国語には，［一m］，［一n］，［一U］が「祉」［kam］（柿），「そ｝」［kan］（肝），「もト」［kaηコ

（川）のように音韻的対立をする。日本語では，これらの音は音声的にはある。例えば，

［hoN］／hoN／（本）は，［110mmo］／hoNmo／，［honto］／hoNto／，［hoηka］／hoNka／だが，音

韻論的には同一の音素／N／に帰納され区劉がない。つまり，／N／の後の音素の環境により／

N／がそれぞれ［1n］，［11］，［U］に発音されるのである。唇音［p，　b，　m］の前は［m］，歯茎

音［t，d，11，　tl，　ts，　d3，　dz］の前は［11］，軟口蓋音［k，　g］の前は［U］になる。このよ

うな母語の発声習慣が韓国語の終声音［・m］，［一n］，［一〇］の聞き取り及び発音に現れるので，

混同が起きるのである。

　　〈表7＞

正答→混同 調査項目 正　　　答 混　　　同

A34 二二（原因）
［Wっnin］　　｝

37．0 ［wっni旦］ 43．5

A24

［n］→［U］　　＼

@　　　［m］ 剋早（貧富）
［pinbu］　一

52．2
［pimbu］　一

28．3

A53 ［m］→［11］ じ尾圏（りす）
［taramd3wil　　一

45．7
［tarand3wi］　　｝

45．7

A49 ［η］→［n］ 尋号（相当）
［saodagj　一

41．3
［sandau］　一

32．6

　A34の最後の正確な発音は［n］であるが，日本語の語末の／N／が口蓋音［N］であり，

［η］に調音の位置が近く，また，聴覚印象もよく似ているのでその影響を受けて［u］を選

択した学習者が正答者より多い。A24は日本語では／N／の後が［b］の場合，［m］に発音さ

れるので［m］を選択した学習者は28．3％である。A53は［d3の影響で正答の［ln］を

［n］に混同した学習者は45．7％もある。A49では32．6％の学習者が［d］の影響で［U］を

［n］に混同している。

4。終わりに

　我々は，今まで聞き取り調査からみた日本語母語学習者の韓国語音声の問題点について，

学習者の母語の影響が大きいという観点から述べた。日本語に存在しない母音「「」や引音

などは，たくさんの聞き取りと発音の練習が必要だが，母音「一」と「丁」，平音，激音，

そして，四声の［一周差，［一n］，［一〇］のような母語の干渉による混同である場合は，聞き取り

や発音の練習をする前に学習者に充分母語の音韻体系と韓国語の音韻体系の違いを理解させ

た上で練習をすることが必要であり，その方が練習もより効果的であると言える。

　母語の干渉による韓国語音声の難点になるものは，上で述べたものぽかりではない。ここ

では取り上げなかった［taramd3wilを［taramd3i］に，つまり，二重母音を単母音に聞き

取ることや韓国語のCVCの構造の語をCVCVとして聞き取る傾向などがある。これらは

発音調査の結果の分析のときに明らかにしたい。

後 記

　本稿で扱った資料収集は延が行い，調査資料の整理は延，崔が行った。本稿作成では，

「1。はじめに」から「3。2　平音・激音・濃音の混同」までは延が，「3．3終声の混
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同」から「4。終わりに」までは崔が草稿を作成し，両者が検討をして最終原稿を作成した。

作成にあたって，馬瀬良雄信州大学名誉教授からご指導を頂いた。記して感謝申し上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

1
2
つ
」
4

授業はそれぞれ週一回である。

梅田博之（1994）2頁参照

梅田博之（1984）49頁，50頁参照
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